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中学部 インターシップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路通信                岩手県立気仙光陵支援学校 

                                     進路指導部 

                第３号  令和６年１０月１１日発行 

 

あ・い・て が大切 

副校長 奥村 珠久子 

 

 6 月 17 日から 2 週間にわたり前期校内・産業現場等実習が 2 週間にわたり

中学・高等部で実施されました。その最終日に朝礼で高等部 1 年生に 2 週間の

様子を次のように話しました。 

この 2 週間でよかった点が３つあります。 

「あ」…あいさつがとてもよかったです。「おはようございます」「おつかれさ

まです」など生徒の皆さんからさわやかにあいさつしていました。 

「い」…いっしょうけんめい取り組んでいました。一生懸命さは相手に伝わり

ます。 

「て」…ていねいに確認しながら作業していました。ていねいさは相手に対す

る気持ちの表れです。 

この 2 週間の実習は「あいて（相手）」がいて初めて成立しました。やり方を

教えてくれた先生方、一緒に実習に取り組んだ仲間、高２・３年生は実習受け

入れ先の方々など、相手がいなければ決してやりきることができませんでした。

その相手に感謝の気持ちを表すために大切なことが、先ほど述べた「あいさつ・

いっしょうけんめい・ていねい」だと思います。 

気仙光陵の生徒の皆さんは、「あ・い・て」がよくできていると思います。こ

れは、社会に出てからも大切なことでもあります。生徒の皆さんの実習を見学

しながら、自分自身はこれができているのだろうかと改めて振り返ることがで

きました。 

現在後期実習中で、前回学んだことを生かして取り組む姿が見ることができ

ます。ぜひご家庭でも実習で学んだことができているか、確認してみていただ

ければと思います。 

 

 

 

 

 

 ７月 10 日(水)、中学部３年生の３名は星雲工房にて就業体験をしてきま

した。 

 この日は部品の組み立てや箱の仕切りを折る仕事を体験させていただき

ました。初めは緊張しながらの作業でしたが、だんだんと手際も良くなり、

時間いっぱい集中して作業をすることができまし 

た。部品は 480 個、仕切り折りは 400 枚ほど仕上 

げました。 

長時間作業をする大変さや、集中して丁寧な製品 

づくりをする大切さを学びました。 

 

７月 24 日(水)に相談支援事業所さんさんから講師を２名お迎えし、進路研

修会を行いました。福祉事業所の種類や障害年金について、困ったときの相

談先等、卒業後に役立つ情報を教えていただきました。また、将来のために

何をしたら良いかという質問では、「まずは身辺自立を目指すこと」「たくさ

んの経験・交流をさせてほしい」ということをお話しされていました。 

参加された保護者様からは、「子どもの進路について少し想像することがで

きた」「制度や事業所など知ることができて良かった」という感想がよせられ

ました。 

  

中学部 インターンシップ（就業体験） 

小中進路研修会 

 



 

  

《 福祉複合施設 かまいしガーデン 》 

釜石市千鳥町に設立された「釜石市福祉作業所」が津波による浸水想定、危

険区域となったため、千鳥町にある施設はそのまま残し、上中島町に新たに「釜

石市福祉作業所 2nd（セカンド）」と「かまいしケア・ステーション」が福祉複

合施設「かまいしガーデン」内に開所しました。 

働きながら技能を身に付ける就労支援Ｂ型事業所「市福祉作業所 2nd」と介

護を必要とする人が日中に過ごせる通所型の生活介護事業所「かまいしケア・

ステーション」を紹介します。 

〇7月 31日(水)に実施された PTA進路研修旅行で訪問させていただきました。 

運営：社会福祉法人「翔
しょう

友
ゆう

」 

住所：岩手県釜石市上中島町４丁目２番 31号 

 

《 釜石市福祉作業所２nd(セカンド) 》 

【事業内容】・就労継続支援Ｂ型事業 

【定員】  ・25名 

【開所日】 ・月～金曜日 9:30～16：00（利用時間） 

【対象地域】・送迎利用の場合 釜石市及び大槌の一部 

（往復 1時間以内） 

【作業内容】 

・釜石市内５つの企業から作業を受託 

〈作業の例〉 

◇軽部品の組立 ◇部品のゴムリング 

◇パッキン入れ ◇段ボールの組立作業 

◇部品包装作業 ◇加工食品のラベル貼り作業 

◇パンフレット封入作業 

 

 

《 かまいしケア・ステーション 》 

〇介護が必要な方の入浴や食事といった日常生活の支援や創作活動、生産活

動、レクリエーション活動などの機会を提供している。 

〇身体状態に合わせてリフト付きの一般浴槽やミスト温浴機器で入浴の提供

を行っており、幅広い障がいに対応できるようになっている。 

 

【事業内容】・生活介護事業 

【定員】  ・1 日当たり 20 人 

【開所日】 ・月～金曜日 9:00～15：35 

【対象地域】・送迎利用の場合 釜石市及び大槌の一部 

（往復 1時間以内） 

【食事】  ・日替わりの昼食メニューを希望者に 

       提供しており、お弁当の持参も可能。 

 

９月 12 日(木)に(株)阿部長商店大船渡食品一般総務課長山﨑恭一さんと本

校卒業生の互野歩さんを講師にお迎えして高等部の出前授業を開講しまし

た。はじめに山﨑総務課長から会社の紹介、商品の製造過程を動画で解説し

ていただきました。そして、互野歩さんからは仕事内容の説明や仕事のやり

がい、大変なことなどの４月から働き始めた中で感じた思いを後輩に語って

もらいました。高等部の生徒たちは、社会人としてさらに頼もしくなった先

輩に、様々な質問をして卒業後の進路について学びを深めていました。 

 

 

先輩から学ぶ(出前授業) 

山﨑総務課長と互野歩さん 


